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大学図笹館竃算化へ向けて準備開始
富士通の図書館用システムパッケージソフト「M／ILlS」導入を君十算機センターに要望
大掌計算機センターがE士通製大型汎用機（FACOM　M760／8）導入決定
汎用機用端末（F9450Σmkll　l台）でM／ILISのテスト開始
M／ILISの目録作成システムと検索システムを本稼動．和図晋目録データベース作成（データ入力）を開始
穐図宙冊子体目録出カシステム作成（6月完成）
UTLASから洋書目録データの変換登録システム開発開始（翌年完成　データ登録）
洋図書目録データベース作成（データ入力）を開始
学習院女子短期大学図魯館M／！LI．Sの目録作成システムと検索システムを本稼動
大学計算機センターのM760を使用．大学図書館システムとは個別に稼動．
女子短大図書館和図書目録データベース作成（データ入力）を開始
M／IL！SのOPAC稼動（4月　サービス開始）
洋図書冊子体目録出カシステム作成（9月完成）
UTLASによる目録データ作成を停止．全面ILISによるデータ作成を開始
雑誌発注・受入システムのテスト開始
大学計算機センター次期ホストマシーンにかかわる次期図書館システムの調査・検討
大学計算機センターにワークステーションによる次期図書館システムの要望書提出
図9原簿票・分類別入力件数表出カシステム完成
大学計算機センター次期システムはワークステーションシステムに全面移行することに決定
図書館次期システムはUNix版ワークステーションによるシステム（富士通　lLlS／X－WR）に決定
雑誌目録データ遡及入力開始
新システムへの目録データ変換のテスト作業（第1次）開始
新システムのサーバ用ワークステーションS4一丑0／modei51を2台設置
新システムへの目録データ変換のテスト作業（第1次）終了（やり直し3回）
目録データ変換テストのリスト出力と検収開始．
M760からワークステーションヘデータ転送．登録作業開始（7月終了）
新システムの「原簿出力システム」の設計書を送付。作成開始
新システム（iLlS／X－WR）の稼動テスト開始
大学図書目録データベースと女子短期大学図書目録データベースを統合。システムも！つに統合し運用開始
大学図書館電算処理室設置新システム屠機器（Sun4－10／d51　x　3，　S－4！CL　x　1，S－4／X×LFW466，　FMR70，　IViVaSllほか）設置
新システムのWindows版OPAC（MS－DPAC）インストール．動作テスト開始
新システムで学情センターとXUIP接続掌情オプションの動作確認
新システムへの目録データ（大学・女子短大DB統合後〉変換のテスト作業（第2次）開始（12月迄）
新システムのMS－OPAC配架マップ作成開始
新システムへの目録デーク変換システム障書および修正箇所等の要望
M／ILiSによる目録データ作成の第1次凍結
新システムへの目録デー．ク変換第1次作業開始
MS－OPAC負荷テスト
新システムへの目録データ変換第1次作業終了．ワー一クステーションへの転送および登録開始
M／lLlSによる目録データ作成の第2次凍結．M／ILisの全面停止
新システムへの目録データ変換第2次作業開始
新ンステムへの目録データ変換第2次作業終了．ワークステーションへの転送および登録開始
大学計算機センターの大型汎用機（M760／8）の撤去
MS－OPAC負荷テスト（2度目）
新システム用ワークステーシ∋ン（藁務用）の設置
以上が導入の経緯であります。
次に，新図書館システムの概要を簡単に説明します（図2）。
使用パッケージは富士通製のUNIX版図書館情報システムrILIS／X－WR」です。3
月のバージョンアップした形のレベルV10L20という最新版が今入っています。それで大体
の概要はおわかりになるかと思います。
主な機能としまして，発注・受入から整理，閲覧，利用者検索までトータルな図書館システム ?
であるということ。ワークステーションを使ったクライアント＆サーバ方式の分散処理システム
である。学情接続システム。学情センターとはSINETでXUIPで接続しています。学情と
は学情のCAT，それからILLがそのまま利用できます。学情センターのデータをダウンロー
ドするわけなんですけれども，case3を想定しているんですが，当面の間はcase2とい
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うことで処理をします。
　目録作成システムのフィールド項目は，繰り返し数の制限はなく，データ長もILIS／Mと
違って可変長になるということです。
　書誌階層を持っています。学情の書誌と同じような形で書誌階層をとっていますので，一書誌
からのリンク構成をそこに図式してありますが，子書誌，親書誌，親書誌はシリーズの親です。
統一書名典拠ファイル，著者名典拠ファイル，そういったものがすべてリンクされていまして，
一つの書誌の階層を形成しています。うちも今までは著者名典拠ファイルとか親書誌といったも
のはありませんでしたけれども，これから徐々につくっていこうと思います。著者名典拠ファイ
ルは学情の著者名典拠ファイルがそのまますべてもらえるといいんですけれども，まだそういう
ものはなさそうなので，こつこつとダウンロードしていこうかなというふうに考えています。
　次のページにいきまして，目録データベースに登録するとき，システムが自動的に重複をチェ
ックしてくれるということで，多少入力ミスがあっても，二重登録の防止といったものを機械が
自動的にやってくれます。
　GUIは世界標準の日本語Open　Windowsを採用しています。マルチタスク，マル
チウインドウということで，一度にいろんな処理力河能ということで，学情センターと接続して，
学情の目録作成をしているときにローカルの方，つまり学習院の方のデータベースを検索して参
照するといったこととか，またそのほかに，ローカルで目録作成しているときに，もう一つ画面
を出して，学情の著者名典拠を調べるとか，そういったことが同時に一つの画面上でできるとい
うことがあります。
　情報検索システム（OPAC）。これは，　OPACと，　MS－windows版の情報検索シ
ステムMS－OPACと2つありまして，一応OPACとMS－OPACというような読み方で
区別しています。
　検索システムは，富士通の大型汎用機で定評のあるFAIRSのUNIX版であるFAIRS
－SVといったものを使っています。
　OPACにはメニュー方式とコマンド方式の2つの方式を用意しています。
　シソーラス辞書が標準装備され，同義語異表記検索，思い浮かんだキーワードの同義語とか上
位語，下位語を参照して検索ができます。
　検索結果に対して資料の予約とか複写依頼などができます。それは4月から開放するようにし
ていませんけれども，機能としてはそういう機能があります。
　検索対象データベースは，和図書，洋図書，和雑誌，洋雑誌，それらを任意に選択でき，なお
複数及びすべてのDBを指定することも可能です。
　日本語キーワードは自動分かち機能によって検索用キーワードを設定する必要がない。
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　構内あるいは構外からもOPACはアクセスして自由に検索することが可能です。
　もう一つのWindows版情報検索システム（MS－OPAC）。これはMS－Windows
を利用したOPACシステムでありまして，サーバ＆クライアント方式は同じようになっていま
して，次のところに図式してあります。クライアントとサーバで，LAN上でそういう形でMS
－OPACのシステムが構成されています。
　利用者マルチサービスという形でこのMS－OPACは言われているんですけれども，目録所
蔵検索だけではなく利用者の貸出情報とか，自分が今何を借りているとか，今自分は何を予約し
ているのかといったものを画面上で確認できるという機能があります。
　新着図書情報。新しく整理されて図書館に入ってきた図書がどういうものがあるかといったも
のが新着図書情報として見ることができます。
　ベストリーダ。これも今どういったものが一番多く借りられているかといった情報も見乙こと
ができます。
　簡易的な館内案内情報。これはイメージでサービスすることになっています。これはうちは機
能としてはあるんですけれども，今検討中です。WWWでサービスするということもあるので，
こちらを今優先していますので，簡易の方は検討中です。
　書誌情報の検索結果に対して一覧表示とか資料の表紙，目次等のイメージ情報。イメージ情報
は，資料の表紙などを入れる機能として持っているんですけれども，まだそこまでは一度にでき
ないということで，入れる予定は今のところありません。
　配架マップ情報。これもイメージで持っているんですけれども，資料を検索したらその本が配
架室のどこにあるのか，参考室なのか，図書館の中のどの部屋にあって，その部屋の中のどの書
架に置かれているのかということがイメージ情報で赤くポイントで示されて，部屋の中のどの書
架にあるかというところまで情報が提供できるということになっています。今のところ，これは
大学図書館と短大図書館の開架室，書庫，参考室の書庫まですべて入れてあります。そこは後で
見ていただけると，わかると思います。学部図書室や法経図書センターの書架の分までは，今の
ところデータとしては入れてありません。
　ほかに，検索結果の書誌情報をダウンロードすることもできます。
　あと，閲覧サブシステムが各勇館ごとに設定できます。今までのM／ILISは一館の規則を
入れたら，もうそれしか設定できなかったんですけれども，このワークステーションのシステム
は分館ごとにそれぞれの利用規則，貸出規則が設定できるということです。最大1296分館ま
で対応が可能ということなので，うちは大体30ぐらい研究室があるんですけれども，十分に対
応できるということです。
　ハード類は，サーバには富士通製（Sun　Microsystems社のOEM供給Sparc　station相当）
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S－4／10のモデル51。クライアントにはワークステーションS－4／CL，　S－4／5，
S－4／X端末。利用者検索用には富士通製FMV，　FMR70Σ，今までM／ILISで70
Σを使っていましたので，それもそのままMS－OPACで使おうと思っています。それと通常
のFMRです。これはWindowsが大体動くそうなので，この辺を想定しています。あとO
PAC用は特に限定はしていません。
　システム構成図を最後につけています。システムの全体構成図をそこに載せてあります。細か
いんですけれども，台数も入れてあります。図書館，短大，各研究室，計算機センターのパソコ
ンにMS－OPACのソフトが入っていれば，事実上，これは400台ぐらいはMS－OPAC
で検索可能ということになります。ですから学内のネットワーク上のパソコンからはほとんど資
料検索ができることになります。
（以下，実習に入る，省略）
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